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要 旨

未曾有の新型コロナウイルス感染症の流行により，災害時と同様に指揮命令系統及び情報伝達等で混乱が大きく生じた．
前線のオペレーションを支えるために事務職及びコメディカル職員が積極的にロジスティックスに参加することで，組織運

営が上手く軌道に乗ることができたため，今後同様の新興感染症等の緊急対応時に今回の内容を参考にできるよう記録を残す
ものである．

（京市病紀 2022；42：55-58 ）
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緒 言

2021 年 2 月現在，COVID-19 は国内外で大きな影響を
与え続けている．当院においては，2020 年 1 月に京都市
内初の陽性患者の受入に始まり，同年 2 月にダイヤモン
ドプリンセス号への DMAT 1 チームの派遣を行ったこ
とから COVID-19 への対応が始まった．未曾有のウイル
スに感染管理センターの負担は増していたが，後方支援

（ロジスティックス）を行う人員が非常に不足していた．

研 究 目 的

COVID-19 対応へのロジスティックス支援について対
応を振り返り，今後に役に立つ知見を抽出すること．

結 果

2020 年 4 月 中 旬 に 対 策 本 部 直 下 の 組 織 で あ る
COVID-19 対応に特化した新型コロナウイルス専門調整
部会（部会）を立上げ（図 1 ），各部署からの報告・相談
等への対応を行うことになった（図 2 ）．部会の立上げに
より，3 階層の組織になったため，全体のマネジメント
が容易になった．しかし，4 月中旬に部会が立ち上がっ
たときに，緊急事態宣言・個人防護具の不足等により，す
でに感染管理センターの業務量はピークに達していた．
さらに対策本部と感染管理センターとの組織上の位置づ
けが曖昧だったため，指揮命令は円滑ではなかった．今
後，未知の感染症の流行があった場合には，より迅速に
指揮命令系統を確立した方が，人的・物的資源の再分配
がスムーズにできる可能性が高い．

部会でのロジスティックス支援の具体的内容は，本部

図 1　院内組織図
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及び事務部門とのリエゾン，部会及び本部の議事録作成
及び院内への情報発信，感染管理センター内でのクロノ
ロジー作成による部会内の情報共有，部会のグループ
LINE の新規作成等だった．特に，対策本部で何が話し
合われているのか，現場で何が発生しているのか，につ

いて情報（ information ）を整理し，考察・結論を加え
た情報（ intelligence ）を速やかに院内に情報公開を行っ
た．その結果，対策本部と現場との認識のズレを最小限
にすることができた．

また，部会をマネジメントするために，一定期間経過

図 3　アセスメント図

図 2　部会ミーティング風景
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後及び職員陽性者発生後に繰り返しアセスメントを実施
した（図 3 ）．アセスメントの手法は，YWT（ Y（やっ
たこと）W（わかったこと）T（つぎにやること））手法
と災害時の原則である CSCA（ Command and Control

（指揮と連携），Safety（安全確保），Communication（情
報収集伝達），Assessment（評価））を組み合わせて行っ
た．本アセスメントは，経験を振り返って次に活かすフ
レームワークとして有用であり，特に対策本部アクショ
ンカード等の作成により（図 4 ），対策本部のタイムリー
な方針決定及び資源の調整を実施することができた．

考 察

今回の支援に従事した職員は，DMAT 隊員としてロジ

スティックス業務を元々経験したことのある事務職及び
コメディカルであり，防災訓練における経験が非常に役
立っている．非常時対応のロジスティックス業務におい
ては，災害も感染症も大きく変わらないため，応急対応
する人的資源として大いに期待できる．

結 論

ロジスティックス業務の経験がある職員が感染対策の
運営に参加することで前線のオペレーションを支えるこ
とができた．COVID-19 のような新興感染症が今後も現
れることが予想されるが，医療現場を支えるためのロジ
スティックス支援は大変有用であり，今回の経験を経て，
乗り越えられない感染症はないことがわかった．

対策本部が開催されるトリガー

方針実行後の情報共有方法

会会議議でで決決定定すすべべきき事事項項

方方針針決決定定後後のの情情報報共共有有方方法法

開催場所、本部連絡先、

会会議議役役割割明明示示

図 4　対策本部アクションカード
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Abstract

Logistics Support of the COVID-19 Expert Committee

Shinri Kayahara 
Department of General Affairs, Kyoto City Hospital

The unprecedented novel coronavirus (COVID-19) disease has caused chaos in the chain of command and communication 
similar to that occurring in cases of disaster. The participation of the office workers and co-medical staff in the logistics to support 
the frontline operation, helped put the organizational management on the right track. We will leave a record of these procedures to 
serve as a reference to enable prompt response in future emergency situations such as in the case of a new infectious disease.

� (J Kyoto City Hosp 2022; 42:55-58)
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